
国土地理院では、地形の専門家の協力を得て1995年（平成7年）から

1999年（平成11年）にかけ「日本の典型的地形に関する調査」をおこな

いました。

この調査で、日本の多様な地形を成因別に194の地形項目に分け、それ

ぞれの地形項目の特徴を有する代表的な地形 (全国約 3,900箇所)について、

都道府県別の一覧表とその位置を概要図（縮小した 20 万 1 地勢図）に整

理し、「日本の典型地形、都道府県別一覧」（国土地理院技術資料 D1-

No.357）として取りまとめました。

今回の企画展「地図をよむ」では、主な日本の典型地形を紹介し、身近

にいろいろな地形が存在していることに関心を持って、地形を理解してい

ただければ幸いです。

「日本の典型地形」は国土地理院Webページの地理院地図から公開しています。

身近な自然環境の基盤となる地形に関心を持ち、理解を深めてもらうことを目的と

して実施しています。

現地において一目で把握できる規模のものを対象としています。

地形を学ぼうとする学生・生徒の皆さんなどが実物に接しながら地形を理解する際

に、役立てていただければ幸いです。

<<項目>>

１．地殻の変動による地形 例：構造盆地、断層湖等

２．火山の活動による地形 例：成層火山、カルデラ等

３．地質を反映した地形 例：カルスト台地、ケスタ

４．河川の作用による地形 例：峡谷、三角州、扇状地

５．海の作用による地形 例：リアス式海岸、海成段丘

６．氷河・周氷河作用による地形 例：カール、モレーン

７．その他の地形 例：隆起準平原、土石流堆積地形

<<Webページ>

http://www.gsi.go.jp/kikaku/tenkei_top.html

日本の典型地形について

※今回の展示では、一部国土地理院Webページと異なる部分がございます。
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裾野扇状地（すそのせんじょうち）ともいわれ、火山体を刻む谷口を頂
点として裾野に広がる扇状地のことです。
主なものに、北海道の摩周区域、福岡県の英彦山北麓、長崎県の雲仙火

山周辺などがあります。
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赤城山（あかぎさん)
「あかぎやま」ともいわれ、関東地方北部、群馬県東部に位置する赤城

山は、榛名山、妙義山とともに上毛三山と呼ばれ、沼田市、桐生市、前橋
市、渋川市、利根郡昭和村にまたがる円錐状の二重式火山です。
底径約35km×22kmの裾野をもつその長大な裾野は、火山麓扇状地、

岩屑なだれ堆積面、火砕流堆積面から構成され、北麓から西麓にかけて火
山麓扇状地が広く展開しています。
また、山頂部のカルデラ内には、溶岩円頂丘の地蔵岳、カルデラ湖の大

沼や覚満淵、火口湖の小沼があります。

地理院地図色別標高図

鈴ヶ岳

黒檜山渋
川
市

前
橋
市

大沼

地蔵岳

沼田市

小
黒
檜
山

桐
生
市

昭和村

赤城山

小
沼

長
七
郎
山

駒
ケ
岳

カルデラ湖の大沼（右は地蔵岳）
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